
１．免許センターでの障害者理解の取組みと広報について 
障害者に対する理解を深めるための取組みや、運転免許取得に関する広報活動に
ついて、警察本部長にお伺いします。 
＜警察本部長答弁＞ 

障害のある方々に応じた多様な運転補助装置の必要性があり、企業と情報交換を
行い理解を深めています。今後も最新知識を習得し、相談対応職員の教育を進め
ていきます。 
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日本には約936万人の身体障害者が存在し、雇用機会の不足やバリアフリーの未整備などの課題
があります。小人症の息子の運転免許取得を目指す母親の相談をきっかけに、障害者の運転補助
装置や免許取得の現状と課題を学びました。多くの教習所が障害者に対応しておらず、高い経費
や経験のある指導員の育成が課題です。再度教習が必要な中途障害者への支援も重要です。

「障害者の運転免許取得をもっと身近に！現状と求められるサポート」 

２．運転免許取得後の支援について 
事故や病気で障害者となった方への免許条件変更にかかる取得費用などの支援が必要です。当
局の対応についてお伺いします。 
＜福祉局長答弁＞ 

事故や病気で障害者となった方への免許取得費用支援について、２０２３年４月時点で県内５
４市町村のうち４８市町が助成していますが、対象詳細は不明です。今年度からは支給対象の
調査と情報共有、好事例の発信を進めていきます。 

３．教習所の対応強化について 
障害者対応の指導員の育成や、車両改造部品を扱う民間事業者との連携強化、教習所のバリア
フリー化を進めるための県の取組みについてお伺いします。 

＜福祉局長答弁＞本県では障害者の社会参加支援のため「福祉ガイドブック」を作成しています

が、県内48校の教習所のうち16校しか障害者に対応していません。対応教習所を増やすため、
課題整理や先進事例の収集を行い、教習所協会と連携して増加策を研究しています。今後、障害
者団体と意見交換しながら県警察とも連携し、障害者が運転免許を取得しやすい環境を整えま
す。



 

「愛知の誇り、うずら産業が危機！誤飲事故で揺れる業界の未来は？」 
今年2月26日、福岡県みやま市で学校給食に出されたうずら卵が喉に詰まり、小学1年生の児童が亡くなる事故
が起きました。 
この事故の影響で、九州や関西地方の学校給食でうずら卵の使用が控えられるようになり、3月には関西以西の
地域で1学期分の注文がキャンセルされました。これにより、豊橋市の生産者たちは困難な状況に直面していま
す。養鶉農協によると、生卵には影響がないものの、水煮卵の出荷が停止し、在庫が増えています。 
昨年からの値上げも影響しており、賞味期限が近づくと商品価値が下がり、安く販売せざるを得ません。養鶉
農協の製品の約3割が学校給食用で、在庫が増えると生産を減らすためにうずらを減らす必要があります。元の
規模に戻すには最短でも半年かかります。 

うずら卵のPRと販路拡大について 
愛知県としては、うずら卵の栄養価や調理の多様性を強調するPR活動をどのように展開していくのでしょう
か。地元の特産品や料理を通じて、うずら卵の魅力を広めるイベントやキャンペーンをどのように実施してい
くのか、お聞かせください。 

＜知事答弁＞ 

うずら卵の消費拡大のため、コンビニや量販店に働きかけ、新商品を試験販売中です。新たな市場開
拓に向け、愛知県では国内外での販路拡大や健康食品としての価値向上に取り組んでいます。大相撲
名古屋場所での優勝力士への副賞として、うずら卵の水煮10,000個を贈呈し、全国にPRします。
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